
道
を
登
っ
て
行
く
と
、
サ
ザ
ン
カ
が
こ
ぼ

れ
る
ば
か
り
に
白
い
花
を
咲
か
せ
て
い
ま

す
。
サ
ザ
ン
カ
は
20
種
約
1，

0
0
0

本
、
ツ
バ
キ
は
1
5
0
種
約
1，

0
0
0

本
植
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
が
見
頃

を
迎
え
ま
す
。

頂
上
付
近
に
は
「
一
本
松
古

墳
」
が
あ
り
、「
展
望
所
」
か
ら

は
市
街
地
を
一
望
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
中
腹
に
戻
り
、「
サ

ニ
ー
ガ
ー
デ
ン
」「
サ
ボ
テ
ン
温

室
」
へ
。
温
室
の
中
で
は
、

数
々
の
熱
帯
植
物
を
観
賞
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、

山
の
西
側
へ
行
く
と
、「
ロ
ッ
ク

ガ
ー
デ
ン
」
や
「
ハ
ー
ブ
園
」
な
ど
が
整

備
さ
れ
、
新
し
い
魅
力
に
引
き
付
け
ら
れ

ま
す
。
正
面
玄
関
左
手
に
は
、
洛
陽
市
と

岡
山
市
が
姉
妹
都
市
縁
組
み
し
た
際
に
贈

ら
れ
た
洛
陽
ボ
タ
ン
35
品
種
3
5
0
株
を

植
え
た
「
洛
陽
牡
丹
園
」
が
あ
り
ま
す
。

岡
山
市
半
田
山
植
物
園
で
は
、「
緑
の

相
談
室
」
に
専
門
指
導
員
が
常
駐
し
、
植

物
に
関
す
る
質
問
や
相
談
に
応
じ
て
い
ま

岡山市
岡
山
市
街
地
中
心
か
ら
す
ぐ
の
便
利
な
　

位
置
に
あ
り
、
四
季
を
通
じ
て
様
々
な
花
　

と
パ
ノ
ラ
マ
展
望
が
楽
し
め
る
岡
山
市
半
　

田
山
植
物
園
。
標
高
85
ｍ
の
半
田
山
の
傾

斜
面
約
11
万
㎡
に
は
、
約
3，

2
0
0
種

15
万
本
の
植
物
が
植
え
ら
れ
、
家
族
連
れ

や
高
齢
者
な
ど
幅
広
い
層
の
利
用
者
が
訪

れ
て
い
ま
す
（
平
成
12
年
度
約
4
万
4
千

人
）。岡山

市
半
田
山
植
物
園
は
、
水
道
局
の
　

配
水
池
用
地
を
有
効
活
用
し
、
多
目
的
に

利
用
で
き
る
総
合
植
物
園
と
し
て
1
9
6

4
年
（
昭
和
39
年
）
に
開
園
。
さ
ら
に
、

1
9
9
5
年
（
平
成
7
年
）、
都
市
緑
化

植
物
園
と
し
て
再
整
備
が
行
わ
れ
ま
し

た
。正

面
玄
関
を
入
る
と
野
外
劇
場
風
の
広

場
が
あ
り
、レ
ン
ガ
造
り
の
壁
面
や
階
段
、

水
の
流
れ
る
カ
ス
ケ
ー
ド
が
調
和
し
た
植

物
園
が
広
が
り
ま
す
。
春
秋
に
は
4
0
0

種
2，

0
0
0
株
の
バ
ラ
が
咲
き
誇
り
、

さ
ら
に
美
し
さ
を
増
し
ま
す
。
園
内
に
は

い
く
つ
も
の
道
や
階
段
が
縦
横
に
設
け
ら

れ
て
お
り
、
季
節
ご
と
の
花
の
見
頃
に
合

わ
せ
て
好
き
な
コ
ー
ス
を
歩
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
入
口
左
手
か
ら
は
な
だ

ら
か
な
坂
道
を
歩
い
て
登
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

春
に
は
山
全
体
が
桜
の
花
に
覆
わ
れ
、

桜
の
名
所
（
40
種
1，

0
0
0
本
）
と
し

て
人
気
の
半
田
山
植
物
園
。
冬
木
立
ち
へ

と
姿
を
変
え
た
「
桜
林
」
の
中
を
登
っ
て

行
く
と
、
花
の
時
期
と
は
ま
た
違
っ
た
趣

き
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
歩
を
進

め
る
ご
と
に
だ
ん
だ
ん
市
街
地
が
望
め
る

よ
う
に
な
り
、
眺
望
を
楽
し
み
な
が
ら
配

水
池
の
あ
る
広
場
へ
。
明
治
時
代
に
造
ら

れ
た
レ
ン
ガ
造
り
の
円
形
配
水
池
の
ほ

か
、
芝
生
広
場
の
下
に
あ
る
配
水
池
な
ど

7
池
が
、
今
も
市
民
の
水
道
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

今
度
は
東
側
の
「
ツ
バ
キ
園
」「
サ
ザ

ン
カ
園
」
へ
。
鬱
蒼
と
し
た
林
の
中
へ
入

り
、
木
の
階
段
を
降
り
て
行
く
と
「
湿
生

植
物
園
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
散
策

す
。
ま
た
、
緑

に
関
す
る
講
習

会
や
小
中
学
生

の
自
然
教
室
が

毎
月
行
わ
れ
る

ほ
か
、
植
物
愛

好
団
体
に
よ
る

展
示
会
な
ど
が

行
わ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み
方
で
積
極
的
に

自
然
と
ふ
れ
あ
え
る
半
田
山
植
物
園
。
も

っ
と
身
近
に
利
用
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

岡お

か

山や

ま

市し

半は

ん

田だ

山や

ま

植し
ょ
く

物ぶ

つ

園え

ん
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大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

木
は
、
断
熱
性
が
高
く
、
独
特
の
温
も
り
が
あ
る
、

調
湿
作
用
が
あ
る
、
人
に
心
地
よ
い
感
覚
を
与
え
る
な

ど
の
優
れ
た
特
長
を
持
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
乾
燥
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
強
さ
が
増
す
な
ど
性
能
が
一
層

向
上
し
ま
す
。（
社
）岡
山
県
木
材
組
合
連
合
会
の
会
員

で
、
国
内
屈
指
の
乾
燥
技
術
を
持
ち
、
県
産
材
を
供
給

す
る
製
材
メ
ー
カ
ー
、
院
庄
林
業
株
式
会
社
を
訪
ね
ま

し
た
。

院
庄
林
業（
株
）

は
、
製
材
分
野

で
最
も
重
要
な

乾
燥
技
術
の
研

究
・
開
発
に
努

め
、
業
界
を
リ

ー
ド
す
る
全
国

有
数
の
製
材
メ

ー
カ
ー
。
津
山

市
の
本
社
工
場

と
久
米
工
場
に

乾
燥
施
設
２８
基
を
有
し
、
月
間
約
４，

５
０
０
k
を
供

給
で
き
る
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

木
材
は
乾
燥
さ
せ
ず
に
使
用
す
る
と
、
反
っ
た
り
、

収
縮
し
た
り
、
ね
じ
れ
た
り
す
る
欠
点
が
あ
り
ま
す
。

木
を
乾
燥
し
て
含
水
率
を
１５
％
前
後
に
す
る
と
、
木
の

性
能
や
良
さ
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
強
度
の
あ
る
優
れ

た
建
築
材
料
と
し
て
、
長
く
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

従
来
、
反
り
な
ど
の
狂
い
を
防
ぐ
た
め
に
、
柱
に
は

「
背
割
り
」
と
い
う
切
り
込
み
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、

部
材
と
部
材
を
つ
な
ぐ
金
物
（
コ
ー
チ

ー
ボ
ル
ト
）
が
使
い
に
く
い
、
壁
の

中
で
動
く
可
能
性
が
あ
る
と
い
う

こ
と
か
ら
、
集
成
材
を
採
用
す
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
集

環　　　 境環　　　 境

グ
ル
ー
プ
が
認
定
さ
れ
て
お
り
、「
快
適
『
木
の
家
』

岡
山
供
給
セ
ン
タ
ー
木
造
住
宅
供
給
基
準
」（
①
軸
組

工
法
に
よ
る
一
戸
建
て
木
造
住
宅
、
②
住
宅
金
融
公
庫

の
仕
様
書
に
基
づ
く
、
③
構
造
材
に
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
に

適
合
し
た
含
水
率
２０
％
以
下
の
県
産
材
を
５０
％
以
上
使

用
、
④
性
能
評
価
基
準
の
「
構
造
の
安
全
性
」
項
目
で

ラ
ン
ク
２
以
上
を
確
保
な
ど
）
に
沿
っ
て
、
木
造
住
宅

が
建
て
ら
れ
ま
す
。

森
林
は
、
地
球
温
暖
化
の
主
な
原
因
で
あ
る
二
酸
化

炭
素
を
吸
収
し
、
蓄
え
て
く
れ
ま
す
。
き
ち
ん
と
管
理

さ
れ
た
森
林
か
ら
得
ら
れ
る
木
材
を
利
用
す
れ
ば
森
林

を
破
壊
す
る
こ
と
な
く
、
繰
り
返
し
木
材
が
得
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
木
材
は
他
の
資
材
に
比
べ
て
製
造
時
の
消

費
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
格
段
に
少
な
く
、
木
材
で
建
築
物
を

造
る
こ
と
は
炭
素
を
街
の
中
で
蓄
え
る
こ
と
に
な
る
な

ど
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
材
料
と
い
え
ま
す
。

戦
後
、
造
林
さ
れ
た
木
が
、
今
ま
さ
に
木
材
と
し
て

使
え
る
段
階
を
迎
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
で
は
外

国
か
ら
の
輸
入
に
よ
る
外
材
が
８
割
を
占
め
、
国
産
材

は
２
割
と
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
１
９
６
５

年
（
昭
和
４０
年
）
頃
に
は
国
産
材
が
８
割
を
占
め
て
い

た
の
で
、
そ
の
後
の
３０
数
年
間
で
逆
転
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
外
材
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
か
ら
の
合
板
輸

入
が
多
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
集
成
材
輸
入
量
も
増

え
て
い
ま
す
。

現
在
、
日
本
の
森
林
資
源
は
、
１，

０
０
０
万
ｈａ
を

超
え
る
人
工
林
を
中
心
に
、
蓄
積
が
毎
年
８，

０
０
０

万
k
増
加
し
、
着
実
に
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
実

際
に
消
費
さ
れ
る
木
材
の
量
は
約
２，

０
０
０
万
k

（
平
成
１１
年
）
で
、
そ
の
約
２５
％
し
か
利
用
さ
れ
て
い

な
い
状
況
で
す
。
岡
山
県
の
気
候
風
土
の
中
で
育
っ
た

材
木
を
使
用
し
た
「
快
適
『
木
の
家
』」。
岡
山
県
の
木

を
地
域
で
も
っ
と
使
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
、「
快
適

『
木
の
家
』
岡
山
供
給
セ
ン
タ
ー
」
の
果
た
す
役
割
は

私
た
ち
が
生
き
て
い
く
う
え
で
欠
か
せ
な
い
「
衣
食

住
」。
中
で
も
住
ま
い
は
、
家
族
が
く
つ
ろ
ぎ
、
眠
り
、

長
い
時
間
を
過
ご
す
大
切
な
空
間
を
作
り
出
し
ま
す
。

誰
も
が
望
む
安
全
で
快
適
な
住
ま
い
。
し
か
し
、
近
年
、

建
物
の
結
露
や
有
害
建
材
な
ど
に
よ
り
、
住
宅
が
住
む

人
の
健
康
を
脅
か
す
場
合
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

住
宅
産
業
は
、
大
気
汚
染
、
地
球
温
暖
化
、
廃
棄
物
問

題
と
い
っ
た
地

球
環
境
問
題
と

も
無
関
係
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
日
本

で
１
年
間
に
建

て
ら
れ
る
住
宅

数
は
１
２
２
万

９，

８
４
３
戸

（
平
成
１２
年
新

設
住
宅
着
工

数
）
、
そ
の
う

ち
木
造
住
宅
は

５５
万
５，
８
１
４

戸
で
、
木
造
率

は
４
５
・
２
％
。

岡
山
県
で
は
１
万
５，

１
６
０
戸
（
同
年
）
の
新
設
住

宅
着
工
が
あ
り
、
木
造
住
宅
は
７，

５
８
８
戸
で
木
造

率
は
５
０
・
１
％
。
全
国
の
木
材
（
用
材
）
の
需
給
量

（
平
成
１１
年
）
は
９，

７
８
０
万
７，

０
０
０
k
、
う

ち
国
産
材
が
１，

８
７
６
万
２，

０
０
０
k
、
輸
入
に

よ
る
外
材
が
７，

９
０
４
万
５，

０
０
０
k
で
約
８０
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
岡
山
県
産
材
を
利
用
し
た
木
造
住

宅
の
建
築
促
進
を
目
的
に
、
材
料
・
設
計
・
建
築
な
ど

関
係
各
団
体
で
組
織
す
る
「
快
適
『
木
の
家
』
岡
山
供

給
セ
ン
タ
ー
」（
中
塚
淳
一
郎
会
長
）
が
設
立
（
平
成

１２
年
１０
月
）
さ
れ
ま
し
た
。
構
成
団
体
は
、（
社
）岡
山

県
木
材
組
合
連
合
会
、
岡
山
県
森
林
組
合
連
合
会
、
岡

山
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
、（
社
）岡
山
県
建
築
士
事

務
所
協
会
、（
社
）岡
山
県
住
宅
安
定
協
会
、（
社
）岡
山

県
住
宅
宅
地
供
給
協
会
、
岡
山
県
建
築
工
事
業
協
会
か

ら
成
る
７
団
体
。
県
産
材
を
使
っ
た
木
造
住
宅
の
良
さ

を
消
費
者
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
２
０
０
１
年

（
平
成
１３
年
）
秋
に
は
、
県
内
の
人
工
林
や
製
品
・
原

木
市
場
、
製
材
・
加
工
工
場
、
建
築
現
場
を
巡
る
見
学

会
を
開
催
す
る
な
ど
、
県
産
材
利
用
住
宅
の
普
及
に
向

け
た
活
動
を
本
格
化
し
て
い
ま
す
。

実
際
に
「
木
の
家
」
を
建
築
す
る
主
体
と
な
る
の
は
、

「
快
適
『
木
の
家
』
岡
山
供
給
セ
ン
タ
ー
」
が
認
定
し

た
、
木
材
供
給
業
者
と
設
計
・
建
築
業
者
の
連
携
に
よ

る
木
造
住
宅
供
給
グ
ル
ー
プ
。
岡
山
県
下
で
１０
の
供
給

21
世
紀
・
循
環
型
社
会
の
形
成
を
め
ざ
し
て

20
世
紀
の
「
大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
」
型
の
経
済
社
会
活
動
は
、
私
た
ち
に
大
き
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
た
一
方
で
、
物
質
循
環
の
輪
を
断
ち
、
環
境

に
対
し
て
負
荷
を
与
え
続
け
て
き
ま
し
た
。
21
世
紀
は
、
環
境
回
復
の
世
紀
。
あ
ら
ゆ
る
社
会
活
動
を
通
じ
て
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
を
構
築
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
す
で
に
様
々
な
分
野
で
始
ま
っ
て
い
る
循
環
型
社
会
へ
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
「
循
環
型
社
会
の
形
成
を
め
ざ
し
て
」
シ
リ
ー
ズ
第

5
回
は
、
住
宅
産
業
の
中
か
ら
、
岡
山
県
産
材
を
使
っ
た
住
宅
建
築
を
促
進
す
る
「
快
適
『
木
の
家
』
岡
山
供
給
セ
ン
タ
ー
」
に
取
り
組
む
木
造
住
宅
建
築
業
界
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
材
料
・
設
計
・
建
築
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
か
ら
、
環
境
に
配
慮
し
た
住
宅
づ
く
り
の
最
前
線
を
取
材
し
ま
し
た
。

環境に配慮した住宅建築に取り組む
住宅建築業界

シリーズ�

県
産
材
利
用
木
造
住
宅
の
普
及
を
め
ざ
す
、

快
適
「
木
の
家
」
岡
山
供
給
セ
ン
タ
ー
。
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国産材�

国土交通省総合政策局情報管理部建設調査統計課 林野庁「木材需給表」

成
材
は
外
材
を
貼
り
合
わ
せ
る
な
ど
工
業
的
に
作
ら
れ

た
も
の
で
、
狂
い
が
少
な
く
、
低
コ
ス
ト
の
部
材
と
し

て
急
激
に
需
要
が
伸
び
、
日
本
の
柱
の
約
５０
％
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

院
庄
林
業（
株
）で
は
、
乾
燥
施
設
の
う
ち
１０
基
を
高

温
タ
イ
プ
に
改
良
し
、
背
割
り
な
し
で
高
品
質
の
柱
や

土
台
の
商
品
化
を
実
現
。
平
成
１３
年
１１
月
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
製

材
品
品
評
会
で
は
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

広
い
工
場
内
で
は
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
材
木
が
大
き
な

機
械
の
中
を
通
り
、
自
動
製
材
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
が
重
量
や
木

の
特
徴
、
芯
材
率
を
瞬

時
に
判
断
し
、
的
確
な

位
置
で
製
材
し
て
い
く

た
め
、
品
質
管
理
も
徹

底
し
て
い
ま
す
。
乾
燥

施
設
に
使
う
燃
料
は
、

工
場
か
ら
出
た
廃
材
。

２
５
０
℃
の
煙
を
熱
交

換
し
て
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
し
、
木
材
の

乾
燥
に
使
っ
て
い
ま

す
。
熱
効
率
を
よ
く
す

る
こ
と
で
コ
ス
ト
削
減

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

土
台
や
柱
な
ど
住
宅

の
基
本
的
な
構
造
部
の

木
材
に
は
、
平
成
１２
年

に
施
行
さ
れ
た
「
住
宅

の
品
質
確
保
の
促
進
等

に
関
す
る
法
律
」
に
よ

り
、
１０
年
間
の
保
証
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
池
田
和
行
副
社
長

は
、
背
割
り
を
し
な
い

で
高
品
質
の
木
材
が
供

給
で
き
る
こ
と
で
、
国

産
材
の
大
型
産
地
で
あ

廃材をボイラーの燃料に利用 ボイラー乾燥庫（高温式）

背割り柱
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21世紀・循環型社会の形成をめざして

住
ま
い
を
選
択
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の

気
候
に
あ
っ
た
岡
山
県
産
材
の
利
用
促
進
を
め
ざ
し
、

木
材
関
連
業
者
、
設
計
者
、
建
築
工
事
業
な
ど
が
一
体

と
な
っ
た
「
快
適
『
木
の
家
』
岡
山
供
給
セ
ン
タ
ー
」

の
活
動
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
こ
れ
か
ら
の
役
割
に
大

き
な
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

建
築
工
事
の
分
野
か
ら
環
境
に
配
慮
し
た
住
宅
に
つ

い
て
、
岡
山
県
建
築
工
事
業
協
会
の
会
長
で
あ
る
、
株

式
会
社
絹
輪
建
設
の
絹
輪
和
秀
社
長
を
訪
ね
ま
し
た
。

岡
山
市
西
大
寺
に
あ
る（
株
）絹
輪
建
設
は
、
産
業
廃
棄

物
問
題
か
ら
住
宅
づ
く
り
を
見
直
し
、
自
然
と
共
生
で

き
る
住
宅
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
均
的
な
木
造
住
宅
１
棟
を
解
体
す
る
と
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
、
木
く
ず
、
混
合
廃
棄
物
な
ど
４
ｔ
車
１５
〜
１６

台
分
の
廃
棄
物
が
発
生
し
ま
す
。
建
築
廃
材
は
複
合
部

材
が
多
く
て
分
別
が
難
し
く
、
手
間
と
コ
ス
ト
が
か
か

る
た
め
に
リ
サ
イ
ク
ル
率
も
低
く
、
建
設
廃
棄
物
は
産

業
廃
棄
物
全
体
の
５
分
の
１
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の

う
え
全
国
的
に
埋
立
処
分
場
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
不
法
投
棄
は
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

「
こ
の
よ
う
な
産
業
廃
棄
物
問
題
を
根
本
か
ら
解
決

す
る
た
め
に
、
自
然
に
あ
る
素
材
を
使
い
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
し
な
が
ら
何
世
代
に
も
渡
っ
て
住
む
こ
と
が
で

き
る
住
宅
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
私
ど
も
の
自
然
に
あ

る
素
材
と
い
う
の
は
、
５０
年
前
に
も
建
築
業
界
に
存
在

し
て
い
た
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
。
５０
年
前
に
は

ま
だ
化
学
製
品
が
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
安
全
に
廃
棄
で

き
て
、
有
害
な
物
質
が
室
内
に
出
な
い
た
め
、
健
康
で

快
適
に
住
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
５０
年
前
に

使
わ
れ
て
い
た
も
の
は
５０
年
後
も
使
わ
れ
て
い
る
は
ず

で
、
５０
年
経
っ
て
も
同
じ
素
材
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
容

易
に
で
き
る
か
ら
で
す
」

木
材
も
古
く
か
ら
使
わ
れ
て
き
た
自
然
に
あ
る
素

材
。
県
産
材
は
構
造
材
に
使
う
だ
け
で
な
く
、
床
や
壁

な
ど
の
内
装
材
に
も
使
え
ま
す
。
節
な
ど
を
気
に
し
な

け
れ
ば
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
も
低
価
格
で
内
装
に
ふ
ん
だ

ん
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。
そ
の
他
の
自
然

素
材
で
は
、
解
体
時
に
は
土
に
戻
せ
る
素
焼
き
の
瓦
、

化
学
物
質
を
使
わ
な
い
わ
ら
床
畳
、
ビ
ニ
ー
ル
素
材
を

一
切
使
わ
ず
に
再
生
紙
と
木
片
チ
ッ
プ
か
ら
作
ら
れ
た

内
装
壁
、
１
０
０
％
植
物
か
ら
作
ら
れ
た
塗
料
、
再
生

利
用
で
き
る
ア
ル
ミ
の
雨
樋
な
ど
、
内
装
か
ら
外
装
、

設
備
に
い
た
る
ま
で
環
境
負
荷
の
少
な
い
素
材
が
使
わ

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
耐
久
性
や
断
熱
性
に
問
題
の
あ
る

も
の
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
き
な
い
も
の
、
廃
棄
物
時
に

問
題
の
あ
る
も
の
な
ど
を
自
主
禁
止
素
材
と
し
て
使
用

を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、（
株
）絹
輪
建
設
で
は
、
住
宅
の
寿
命
を
縮
め

る
結
露
を
防
止
し
な
が
ら
断
熱
す
る
特※
１

殊
外
断
熱
工
法

を
採
用
。
住※
２

宅
金
融
公
庫
次
世
代
型
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

準
を
最
低
基
準
と
し
て
施
工
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

環
境
先
進
国
で
は
国
で
ド
ア
な
ど
の
寸
法
の
規
格
が
決

め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
し
や
す
い
こ

と
も
あ
り
、
木
製
ト
リ
プ
ル
ガ
ラ
ス
の
サ
ッ
シ
を
採
用

し
、
断
熱
性
・
気
密
性
を
高
め
て
い
ま
す
。

絹
輪
社
長
は
、
環
境
に
負
担
を
か
け
な
い
自
然
の
素

材
と
工
法
で
住
宅
づ
く
り
を
し
、
リ
フ
ォ
ー
ム
し
な
が

ら
住
宅
の
長
命
化
を
図
れ
ば
廃
棄
物
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
少
し
コ
ス
ト
が
高
く
な
っ
て
も
、
こ
れ
か

ら
は
地
球
環
境
を
考
え
た
住
ま
い
づ
く
り
が
重
要
な
の

で
は
と
言
わ
れ
ま
す
。

住
宅
の
あ
り
方
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
密
接
な
関

係
に
あ
り
ま
す
。
地
球
温
暖
化
防
止
や
廃
棄
物
の
削
減

な
ど
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
て
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
環
境
に
配
慮
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
行
で
き
る

る
美
作
地
域
の
県
産
材
を
は
じ
め
国
産
材
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
れ
ば
と
言
わ
れ
ま
す
。

環
境
に
配
慮
し
た
住
宅
の
設
計
に
つ
い
て
、（
社
）岡

山
県
建
築
士
事
務
所
協
会
理
事
で
、
快
適
「
木
の
家
」

岡
山
供
給
セ
ン
タ
ー
県
産
材
利
用
木
造
住
宅
普
及
啓
発

部
会
長
で
も
あ
る
、
株
式
会
社
新
谷
建
築
設
計
事
務
所

の
新
谷
社
長
を
訪
ね
ま
し
た
。

建
築
士
と
は
、
設
計
と
工
事
監
理
を
業
務
と
す
る

人
。
依
頼
主
の
要
望
を
も
と
に
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合

っ
た
、
美
し
く
安
全
で
快
適
な
質
の
高
い
建
築
を
設
計

し
、
そ
れ
が
設
計
図
通
り
に
施
工
さ
れ
て
い
る
か
工
事

監
理
し
て
完
成
に
導
き
ま
す
。（
社
）岡
山
県
建
築
士
事

務
所
協
会
は
、
建
築
事
務
所
を
開
設
し
て
い
る
建
築
士

の
協
会
で
す
。
住
宅
を
建
築
す
る
際
、
住
宅
メ
ー
カ
ー

や
工
務
店
だ
け
で
な
く
、
建
築
士
も
直
接
的
な
窓
口
に

な
り
ま
す
。

環
境
に
配
慮
し

た
住
宅
の
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
に
は
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

有
効
利
用
、
地
域

の
気
候
へ
の
対

応
、
短
い
ス
パ
ン

で
解
体
し
て
産
業

廃
棄
物
を
出
す
の

で
は
な
い
長
寿
命

化
住
宅
な
ど
の
要

素
を
取
り
入
れ
る

こ
と
が
必
要
で

す
。「

自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
は
、

限
り
あ
る
資
源
を

節
約
す
る
こ
と
が
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で
き
、
化
石
燃
料
に
よ
る
ＣＯ２
排
出
削
減
に
も
貢
献
し
ま

す
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
と
、
ほ
と
ん
ど
が
太
陽

エ
ネ
ル
ギ
ー
。
屋
根
で
太
陽
光
を
集
熱
し
て
熱
風
を
床

暖
房
や
空
気
の
対
流
に
使
い
、
夏
は
反
対
に
通
気
の
弁

を
排
気
に
し
、
熱
を
吐
き
出
す
と
い
う
方
法
が
あ
り
ま

す
。
太
陽
光
を
集
熱
す
る
機
械
を
使
わ
ず
に
、
自
然
を

物
理
的
に
取
り
入
れ
る
住
宅
は
、
こ
れ
か
ら
ま
だ
ま
だ

開
発
途
上
の
技
術
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
建
築
士
が
工
夫
し

て
設
計
し
て
い
る
段
階
と
い
え
ま
す
が
、
暖
か
い
空
気

は
上
昇
す
る
と
い
う
性
質
を
換
気
動
力
に
利
用
し
て
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
を
建
て
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
建
物
全
体
を
高
気
密
・
高
断
熱
に
し
、
住
宅
内

外
の
温
度
差
を
換
気
動
力
に
し
て
空
気
対
流
を
起
こ
す

と
い
う
も
の
で
す
」

新
谷
社
長
に
よ
る
「
パ
ッ
シ
ブ
換
気
」
を
使
っ
た
住

宅
の
例
で
は
、
住
宅
内
部
を
オ
ー
プ
ン
化
し
て
全
体
を

一
室
と
み
な
し
、
床
下
や
壁
な
ど
の
開
口
部
か
ら
取
り

入
れ
た
外
気
を
空
洞
の
間
仕
切
り
内
部
を
使
っ
て
下
か

ら
上
へ
導
き
、
屋
根
部
へ
と
自
然
排
気
し
て
い
ま
す
。

こ
う
す
る
こ
と
で
、エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス
を
少
な
く
で
き
、

冷
暖
房
を
使
っ
た
と
し
て
も
環
境
負
荷
が
で
き
る
だ
け

少
な
く
て
す
み
ま
す
。
こ
の
換
気
式
の
プ
ラ
ン
は
、
岡

山
県
の
よ
う
な
温
暖
な
地
域
で
有
効
な
プ
ラ
ン
。
岡
山

県
は
気
候
が
温
暖
と
い
っ
て
も
、
備
前
の
夕
凪
と
呼
ば

れ
る
凪
が
あ
り
、
風
通
し
が
悪
く
、
熱
が
こ
も
り
や
す

い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
建
物
の
中
で
空
気
が
動

い
て
い
れ
ば
体
感
温
度
も
違
っ
て
く
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
長
寿
命
化
住
宅
に
つ
い
て
は
、
約
３０
年
ほ
ど

で
解
体
し
、
建
て
替
え
が
必
要
に
な
る
よ
う
な
住
宅
で

は
な
く
、
災
害
に
も
強
い
、
耐
久
性
の
あ
る
住
宅
を
設

計
プ
ラ
ン
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
平
成
１２

年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
「
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等

に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、「
住
宅
性
能
表
示
制
度
」

と
い
う
新
し
い
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
任
意
の
制
度
で
、
構
造
耐
力
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

住
宅
の
性
能
を
表
示
す
る
た
め
の
共
通
ル
ー
ル
の
も
と

第
３
者
機
関
の
評
価
を
受
け
、
等
級
を
表
示
し
て
住
宅

の
性
能
を
相
互
比
較
し
や
す
く
す
る
も
の
で
す
。
快
適

「
木
の
家
」
岡
山
供
給
セ
ン
タ
ー
の
住
宅
は
、
住
宅
性

能
表
示
制
度
の
「
構
造
の
安
定
性
」
の
項
目
で
ラ※

ン
ク

２
以
上
を
確
保
す
る
こ
と
が
基
準
と
な
っ
て
お
り
、
構

造
材
で
県
産
材
を
５０
％
以
上
使
う
と
い
う
基
準
と
合
わ

せ
て
、
耐
久
性
の
あ
る
長
寿
命
化
住
宅
を
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

自然排気�

自然排気�

吹抜�

自然放熱�

自然対流�

放熱機設置がよい�

自然放熱�

自然給気�

問口給気�

寝室には外気孔�

温水ボイラー内�
FF式ストーブ�
または外部に�
温水ボイラー�

基礎断熱した床下空間�

予備室� 吹抜�

収納�吹抜�

寝室�

DN

トイレ�

洗面�

吹抜�屋
根�

トップライト�

トップライト�

浴室�

押入�

和室� リビング�

ダイニング�

玄関�

書斎�

スロープ�

トイレ�

UP

勝手口�

吹抜�

上部トップライト�
上
部
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト�

トップライト（天窓からの採光）�
から光が差し込む位置に、�
太陽熱を蓄熱するタイルを�
設置。日中、暖まったタイルは�
夜間にも自然放熱し、�
空気対流を起こす。�

キ
ッ
チ
ン�

ウッドデッキ�

�

主
要
構
造
材
の
50
％
以
上
に
県
産
材
を
使
用
し
て
岡
山
県
内
に

自
ら
居
住
す
る
木
造
住
宅
を
建
築
す
る
人
が
、
必
要
な
資
金
を

民
間
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
た
場
合
、
県
が
資
金
の
利
子
の

一
部
を
5
年
間
補
給
す
る
制
度
。

●
お
問
い
合
せ
先

岡
山
県
農
林
水
産
部
林
政
課
　
0
8
6-

2
2
6-

7
4
5
2

●
申
込
先

住
宅
建
設
地
を
管
轄
す
る

各
地
方
振
興
局
農
林
水
産
事
業
部
森
林
課

岡
山
県
産
材
利
用
木
造
住
宅
資
金
利
子
補
給
制
度

（株）絹輪建設の自主使用禁止素材�

繊維系断熱材�
結露の発生を起こしや
すく、非断熱部分の多い
内断熱工法。�

彩色スレート瓦�
耐久性・断熱性・通気性
に問題のある屋根材。�

塩ビ製雨樋�
耐久性に劣り、廃棄時に
問題となる塩ビ製雨樋。�

アルミシングルガラスサッシ�
断熱性・気密性が悪く、
結露も発生するシングル
ガラスサッシ。�

塩ビ製ドア�
メンテナンスができない
張り物室内ドア。�

複合フローリング�
メンテナンスのできない
複合フローリング。�

塗装材�
さまざまな影響を及ぼす
有機系塗料。�

ビニールクロス�
張り替えるごとに大量の
ゴミとなる内装仕上げ。�

※
住
宅
性
能
表
示
制
度
「
構
造
の
安
定
性
」
の
ラ
ン
ク
2

1-

1
耐
震
等
級
（
構
造
躯
体
の
倒
壊
等
防
止
）

極
め
て
稀
に
（
数
百
年
に
一
度
程
度
）
発
生
す
る
地
震
に
よ
る
力
（
建
築
基
準
法
施

行
令
第
88
条
第
3
項
に
定
め
る
も
の
）
の
1.25
倍
の
力
に
対
し
て
倒
壊
、
崩
壊
等
し
な

い
程
度

1-

2
耐
震
等
級
（
構
造
躯
体
の
損
傷
防
止
）

稀
に
（
数
十
年
に
一
度
程
度
）
発
生
す
る
地
震
に
よ
る
力
（
建
築
基
準
法
施
行
令
第

88
条
第
2
項
に
定
め
る
も
の
）
の
1.25
倍
の
力
に
対
し
て
損
傷
を
生
じ
な
い
程
度

1-

3
耐
風
等
級
（
構
造
躯
体
の
倒
壊
等
防
止
及
び
損
傷
防
止
）

極
め
て
稀
に
（
5
0
0
年
に
１
度
程
度
）
発
生
す
る
暴
風
に
よ
る
力
（
建
築
基
準
法

施
行
令
第
87
条
に
定
め
る
も
の
の
1.6
倍
）
の
1.2
倍
の
力
に
対
し
て
倒
壊
、
崩
壊
せ
ず
、

稀
に
（
50
年
に
1
度
程
度
）
発
生
す
る
暴
風
に
よ
る
力
（
同
条
に
定
め
る
も
の
）
の

1.2
倍
の
力
に
対
し
て
損
傷
を
生
じ
な
い
程
度

1-

4
耐
積
雪
等
級
（
構
造
躯
体
の
倒
壊
等
防
止
及
び
損
傷
防
止
）

極
め
て
稀
に
（
5
0
0
年
に
１
度
程
度
）
発
生
す
る
積
雪
に
よ
る
力
（
建
築
基
準
法
施

行
令
第
86
条
に
定
め
る
も
の
の
1.4
倍
）
の
1.2
倍
の
力
に
対
し
て
倒
壊
、
崩
壊
せ
ず
、

稀
に
（
50
年
に
1
度
程
度
）
発
生
す
る
積
雪
に
よ
る
力
（
同
条
に
定
め
る
も
の
）
の

1.2
倍
の
力
に
対
し
て
損
傷
を
生
じ
な
い
程
度

（株）新谷建築設計事務所　Ａ邸プラン断面図

住宅で消費するエネルギーの約70％は冷暖房
と給湯。自然エネルギーを利用した建物の工
夫により、ランニングコストを下げることで、
冷暖房は使用を抑えることができる。
●高気密・高断熱→屋根・壁・間口より断熱
●計画換気→パッシブ換気
●自然材料→有害物質の排除
●日照のコントロール→庇、外付けブラインド

（株）新谷建築設計事務所　Ａ邸プラン間取り図

１階の書斎は吹き抜け
になっており、キッチ
ン、ダイニングも吹き
抜けにして計画換気を
行う。

ひさし

1階 2階

※1 特殊外断熱工法
家の外側の基礎・壁・屋根を高断熱ボードですっぽりと包み込むことで、高い断熱
性能を発揮。24時間換気システムにより自動的に換気する。

※2 住宅金融公庫次世代型省エネルギー基準
住宅金融公庫の環境共生住宅割増融資制度の中の基準の一つ。住宅の断熱構造化、
省エネルギー型設備設置、自然エネルギーの積極的な活用を支援するもので、「住
宅に係るエネルギーの使用の合理化に関する設計及び施工の指針」（平成11年国土
交通省告示）等に適合することが必要である。具体的には、躯体の断熱工事、開口
部断熱工事、気密工事、換気設備の設置を行うこととされている（250万円／戸）。



最高気温（月）�
最低気温（月）�

最高降水量（月）�
最低降水量（月）�
人口（1998年）�

国土面積�
人口密度�

1人当たりGNP�
エネルギー消費量（石油換算）総量�

�
エネルギー消費量（石油換算）総量�

�
自動車保有台数�

森林面積�
国土に占める割合�

27.1℃（8月）�
5.2℃（1月）�
185mm（6月）�
45mm（1月）�
1億2,600万人�
37万8,000k㎡�
335人/k㎡�
32,380ドル�
�
5億1,035万9,000t�
�
4,058kg/人�
6,880万5,000台�
2,514万6,000ha�
66.8%

日本�

�

最高気温（月）�
最低気温（月）�
最高降水量（月）�
最低降水量（月）�
人口（1998年）�

国土面積�
人口密度�

1人当たりGNP�
エネルギー消費量（石油換算）総量�

�
1人当たりエネルギー消費量�

�
自動車保有台数�

森林面積�
国土に占める割合�

25.9℃（7月）�
-4.3℃（1月）�
182mm（8月）�
2mm（12月）�
12億3,900万人�
959万7,000k㎡�
133人/k㎡�
750ドル�
�
10億9,680万t�
�
902kg/人�
ーーーーー�
1億3,332万3,000ha�
14.3%

中国�

�

最高気温（月）�
最低気温（月）�

最高降水量（月）�
最低降水量（月）�
人口（1998年）�

国土面積�
人口密度�

1人当たりGNP�
エネルギー消費量（石油換算）総量�

�
1人当たりエネルギー消費量�

�
自動車保有台数�

森林面積�
国土に占める割合�

24.8℃（8月）�
-3.0℃（1月）�
282mm（7月）�
20mm（12月）�
4,600万人�
4万6,000k㎡�
470人/k㎡�
7,970ドル�
�
1億6,287万4,000t�
�
3,576kg/人�
1,041万3,000台�
ーーーーー�
ーーーーー�

韓国�

�

最高気温（月）�
最低気温（月）�
最高降水量（月）�
最低降水量（月）�
人口（1998年）�

国土面積�
人口密度�

1人当たりGNP�
エネルギー消費量（石油換算）総量�

�
1人当たりエネルギー消費量�

�
自動車保有台数�

森林面積�
国土に占める割合�

33.5℃（6月）�
14.2℃（1月）�
254mm（8月）�
6mm（11月）�
9億8,000万人�
328万8,000k㎡�
330人/k㎡�
430ドル�
�
4億5,028万7,000t�
�
476kg/人�
642万3,000台�
6,500万5,000ha�
21.9%

インド�

�

最高気温（月）�
最低気温（月）�
最高降水量（月）�
最低降水量（月）�
人口（1998年）�

国土面積�
人口密度�

1人当たりGNP�
エネルギー消費量（石油換算）総量�

�
1人当たりエネルギー消費量�

�
自動車保有台数�

森林面積�
国土に占める割合�

26.3℃ （7月）�
1.4℃ （1月）�
99mm（8月）�
69mm（1月）�
2億7,000万人�
936万4,000k㎡�
29人/k㎡�
29,340ドル�
�
21億3,496万t�
�
8,051kg/人�
2億493万台�
2億1,251万5,000ha�
23.2%

アメリカ合衆国�

�

最高気温（月）�
最低気温（月）�

最高降水量（月）�
最低降水量（月）�
人口（1998年）�

国土面積�
人口密度�

1人当たりGNP�
エネルギー消費量（石油換算）総量�

�
1人当たりエネルギー消費量�

�
自動車保有台数�

森林面積�
国土に占める割合�

20.5℃ （7月）�
-6.8℃（1月）�
85mm（8月）�
46mm（2月）�
3,100万人�
997万1,000k㎡�
3人/k㎡�
20,020ドル�
�
2億3,617万t�
�
7,880kg/人�
1,686万1,000台�
2億4,457万1,000ha�
26.5%

カナダ�

�

最高気温（月）�
最低気温（月）�
最高降水量（月）�
最低降水量（月）�
人口（1998年）�

国土面積�
人口密度�

1人当たりGNP�
エネルギー消費量（石油換算）総量�

�
1人当たりエネルギー消費量�

�
自動車保有台数�

森林面積�
国土に占める割合�

20.4℃（1月）�
5.4℃（7月）�
65mm（10月）�
29mm（6月）�
1,900万人�
774万1,000k㎡�
2人/k㎡�
20,300ドル�
�
1億61万2,000t�
�
5,494kg/人�
1,100万8,00台�
4,082万3,000ha�
5.4%

オーストラリア�

�

最高気温（月）�
最低気温（月）�

最高降水量（月）�
最低降水量（月）�
人口（1998年）�

国土面積�
人口密度�

1人当たりGNP�
エネルギー消費量（石油換算）総量�

�
1人当たりエネルギー消費量�

�
自動車保有台数�

森林面積�
国土に占める割合�

ーーーーー�
ーーーーー�
ーーーーー�
ーーーーー�
400万人�
27万1,000k㎡�
14人/k㎡�
14,700ドル�
�
1,629万5,000t�
�
4kg/人�
206万2,000台�
788万4,000ha�
29.4%

ニュージーランド�

�

最高気温（月）�
最低気温（月）�
最高降水量（月）�
最低降水量（月）�
人口（1998年）�

国土面積�
人口密度�

1人当たりGNP�
エネルギー消費量（石油換算）総量�

�
1人当たりエネルギー消費量�

�
自動車保有台数�

森林面積�
国土に占める割合�

26.2℃（2月）�
21.3℃（7月）�
156mm（1月）�
52mm（8月）�
1億6,600万人�
854万7,000k㎡�
20人/k㎡�
4,570ドル�
�
1億6,337万4,000t�
�
1,012kg/人�
1,275万4,000台�
5億5,112万9,000ha�
65.2%

ブラジル�

�

最高気温（月）�
最低気温（月）�

最高降水量（月）�
最低降水量（月）�
人口（1998年）�

国土面積�
人口密度�

1人当たりGNP�
エネルギー消費量（石油換算）総量�

�
1人当たりエネルギー消費量�

�
自動車保有台数�

森林面積�
国土に占める割合�

16.5℃（7月）�
3.8℃（1月）�
80mm（12月）�
45mm（7月）�
5,900万人�
24万5,000k㎡�
244人/k㎡�
21,400ドル�
�
ーーーーー�
�
ーーーーー�
2,449万1,000台�
ーーーーー�
ーーーーー�

イギリス�

�

最高気温（月）�
最低気温（月）�

最高降水量（月）�
最低降水量（月）�
人口（1998年）�

国土面積�
人口密度�

1人当たりGNP�
エネルギー消費量（石油換算）総量�

�
1人当たりエネルギー消費量�

�
自動車保有台数�

森林面積�
国土に占める割合�

18.8℃（7月）�
-0.2℃（1月）�
76mm（6月）�
34mm（2月）�
8,200万人�
35万7,000k㎡�
235人/k㎡�
25,850ドル�
�
3億4,955万2,000t�
�
4,267kg/人�
4,335万1,000台�
1,074万7ha�
30.7%

ドイツ�

�

最高気温（月）�
最低気温（月）�

最高降水量（月）�
最低降水量（月）�
人口（1998年）�

国土面積�
人口密度�

1人当たりGNP�
エネルギー消費量（石油換算）総量�

�
1人当たりエネルギー消費量�

�
自動車保有台数�

森林面積�
国土に占める割合�

18.4℃（7月）�
3.5℃（1月）�
63mm（5月）�
45mm（4月）�
5,900万人�
55万2,000k㎡�
107人/k㎡�
24,940ドル�
�
ーーーーー�
�
ーーーーー�
3,103万9,000台�
1,423万ha�
26.5%

フランス�

�

最高気温（月）�
最低気温（月）�
最高降水量（月）�
最低降水量（月）�
人口（1998年）�

国土面積�
人口密度�

1人当たりGNP�
エネルギー消費量（石油換算）総量�

�
1人当たりエネルギー消費量�

�
自動車保有台数�

森林面積�
国土に占める割合�

18.2℃（7月）�
-9.2℃（1月）�
92mm（7月）�
34mm（3月）�
1億4,700万人�
1,707万5,000k㎡�
9人/k㎡�
2,300ドル�
�
6億1,589万9,000t�
�
4,169kg/人�
－－－－－－�
7億6,350万ha�
45.2%

ロシア�

最高気温（月）�
最低気温（月）�

最高降水量（月）�
最低降水量（月）�
人口（1998年）�

国土面積�
人口密度�

1人当たりGNP�
エネルギー消費量（石油換算）総量�

�
1人当たりエネルギー消費量�

�
自動車保有台数�

森林面積�
国土に占める割合�

23.8℃（8月）�
8.0℃（1月）�
105mm（11月）�
15mm（7月）�
5,800万人�
30万1,000k㎡�
196人/k㎡�
20,250ドル�
�
ーーーーー�
�
ーーーーー�
3,331万6,000台�
649万6,000ha�
22.1%

イタリア�

�

最高気温（月）�
最低気温（月）�
最高降水量（月）�
最低降水量（月）�
人口（1998年）�

国土面積�
人口密度�

1人当たりGNP�
エネルギー消費量（石油換算）総量�

�
1人当たりエネルギー消費量�

�
自動車保有台数�

森林面積�
国土に占める割合�

27.4℃（5月）�
25.7℃（1･12月）�
330mm（12月）�
144mm（6月）�
300万人�
1,000k㎡�
5,186人/k㎡�
30,060ドル�
�
2,385万1,000 t�
�
7,835kg/人�
52万2,000台�
ーーーーー�
ーーーーー�

シンガポール�

�

�

最高気温（月）�
最低気温（月）�

最高降水量（月）�
最低降水量（月）�
人口（1998年）�

国土面積�
人口密度�

1人当たりGNP�
エネルギー消費量（石油換算）総量�

�
1人当たりエネルギー消費量�

�
自動車保有台数�

森林面積�
国土に占める割合�

28.6℃（7月）�
26.1℃（1月）�
28.6mm（7月）�
1mm（2月）�
9,600万人�
195万8,000k㎡�
50（人/k㎡）�
3,970ドル�
�
1億4,138万4,000t�
�
1,525（kg/人）�
1,303万3,000台�
5,538万7,000ha�
ーーーーー�

メキシコ�

�

最高気温（月）�
最低気温（月）�

最高降水量（月）�
最低降水量（月）�
人口（1998年）�

国土面積�
人口密度�

1人当たりGNP�
エネルギー消費量（石油換算）総量�

�
1人当たりエネルギー消費量�

�
自動車保有台数�

森林面積�
国土に占める割合�

24.5℃（1月）�
11.1℃（6･7月）�
133mm（3月）�
62mm（6月）�
3,600 万人�
278万k㎡�
13人/k㎡�
8,970ドル�
�
5,892万1,000t�
�
1,673kg/人�
541万4,000台�
3,394万2,000ha�
12.4%

アルゼンチン�

�

最高気温（月）�
最低気温（月）�

最高降水量（月）�
最低降水量（月）�
人口（1998年）�

国土面積�
人口密度�

1人当たりGNP�
エネルギー消費量（石油換算）総量�

�
1人当たりエネルギー消費量�

�
自動車保有台数�

森林面積�
国土に占める割合�

ーーーーー�
ーーーーー�
ーーーーー�
ーーーーー�
3,000万人�
238万2,000k㎡�
13人/k㎡�
1,550ドル�
�
2,415万t�
�
842kg/人�
150万5,000台�
ーーーーー�
ーーーーー�

アルジェリア�

�

最高気温（月）�
最低気温（月）�

最高降水量（月）�
最低降水量（月）�
人口（1998年）�

国土面積�
人口密度�

1人当たりGNP�
エネルギー消費量（石油換算）総量�

�
1人当たりエネルギー消費量�

�
自動車保有台数�

森林面積�
国土に占める割合�

28.0℃ （7月）�
13.9℃（1月）�
5mm（1月）�
0mm（6･7･8･9月）�
6,100万人�
100万1,000k㎡�
62人/k㎡�
1,290ドル�
�
3,779万t�
�
638kg/人�
178万7,000台�
ーーーーー�
ーーーーー�

エジプト�

�

最高気温（月）�
最低気温（月）�
最高降水量（月）�
最低降水量（月）�
人口（1998年）�

国土面積�
人口密度�

1人当たりGNP�
エネルギー消費量（石油換算）総量�

�
1人当たりエネルギー消費量�

�
自動車保有台数�

森林面積�
国土に占める割合�

20.4℃（1･2月）�
11.9℃（7月）�
93mm（6月）�
15mm（1月）�
4,100万人�
122万1,000k㎡�
34人/k㎡�
2,880ドル�
�
9,907万9,000t�
�
2,482kg/人�
566万7,000台�
ーーーーー�
ーーーーー�

南アフリカ�

�

最高気温（月）�
最低気温（月）�
最高降水量（月）�
最低降水量（月）�
人口（1998年）�

国土面積�
人口密度�

1人当たりGNP�
エネルギー消費量（石油換算）総量�

�
1人当たりエネルギー消費量�

�
自動車保有台数�

森林面積�
国土に占める割合�

ーーーーー�
ーーーーー�
ーーーーー�
ーーーーー�
6,100万人�
110万4,000k㎡�
61人/k㎡�
100ドル�
�
1,656万6,000t�
�
284kg/人�
9万2,000台�
1,357万9,000ha�
13.6%

エチオピア�

�

最高気温（月）�
最低気温（月）�
最高降水量（月）�
最低降水量（月）�
人口（1998年）�

国土面積�
人口密度�

1人当たりGNP�
エネルギー消費量（石油換算）総量�

�
1人当たりエネルギー消費量�

�
自動車保有台数�

森林面積�
国土に占める割合�

ーーーーー�
ーーーーー�
ーーーーー�
ーーーーー�
1,600万人�
271万7,000k㎡�
6人/k㎡�
1,310ドル�
�
4,337万6,000t�
�
2,724kg/人�
133万3,000台�
ーーーーー�
ーーーーー�

カザフスタン�

�

最高気温（月）�
最低気温（月）�
最高降水量（月）�
最低降水量（月）�
人口（1998年）�

国土面積�
人口密度�

1人当たりGNP�
エネルギー消費量（石油換算）総量�

�
1人当たりエネルギー消費量�

�
自動車保有台数�

森林面積�
国土に占める割合�

ーーーーー�
ーーーーー�
ーーーーー�
ーーーーー�
5,000万人�
60万4,000k㎡�
87人/k㎡�
850ドル�
�
1億5,393万7,000t�
�
3,012kg/人�
473万6,000台�
924万ha�
15.9%

ウクライナ�

�

データで見る�
私たちの地球環境�
地球環境は、大気、水、土壌、生物などの生態系が微妙な均衡を保つことによって成り
立っています。すべての生物の存続の基盤である地球環境。それは、無限でも不変の
ものでもなく、その恵みは将来世代と共有すべきものです。しかし、世界は人口と経
済の両面で急激な増大を続けており、社会経済活動に根ざした地球環境問題が人類の
存続を脅かしつつあります。将来世代へ継続でき、持続可能な地球環境へと転換でき
るように、まず、私たちの地球環境は今どのような状態なのかを知り、自分の問題とし
て地球環境を考えてみることが大切です。�

資料：総務省統計局�

日本●� 利根川�

オーストラリア●�

ニュージーランド●�ニュージーランド●�

アメリカ合衆国●�

アルゼンチン●�

ブラジル●�

メキシコ�
●�

●カナダ�

ミシシッピー川�

中国●�

ロシア●�

ウクライナ�
●� カザフスタン�

●�●�
フランス�

●ドイツ�

ドナウ川�

セーヌ川�

テムズ川�テムズ川�

●�
アルジェリア�

●�
エチオピア�

南アフリカ●�

●�
エジプト�

イタリア�
●�

イタリア�
●�

イギリス�
●�

イギリス�
●�

●インド�

シンガンガポール�
●�

シンガポール�
●�

韓国�
●�

（1998年）�

（1998年）�（1996年）� （1997年）�
西欧�
2％� 中東�

0.1％�

中南米�
2.3％�アフリカ�

6.2％�

西欧�
7.5％�

北米�
26％�

旧ソ連・�
東欧�
28.3％�

アジア・太平洋�
29.7％�

中東�
64％� 北米�

17.4％�

アフリカ�
17.4％�

中南米�
6.2％�

西欧�
3％�

アジア・�
太平洋�
25.1％�

旧ソ連・東欧�
31％�

西欧�
3.6％�

中南米�
4.2％�

北米�
5.7％�

アジア・太平洋�
7.0％�

アフリカ�
7.0％�

中東33.8％�

旧ソ連・東欧�
38.7％�

可採年数41年� 可採年数212年�

可採年数63.4年� 可採年数72年�

出典：BP Amoco�
 『Statistical Review of World Energy 1999』�

出典：BP Amoco�
 『Statistical Review of World Energy 1999』�

出典：OECD/NEA-IAEA

注 1： 構成比の各欄の数値の合計は四捨五入の関係で100にならない場合がある。�
 2： 資源量割合は採鉱ロス等を考慮していない。�
 3： ウランの可採年数は、在庫が充分存在することから、確認可採埋蔵量を年需要量で除した値である。�出典：『世界エネルギー会議資料』�

中南米�
8.5％�

北米�
8.1％�

アフリカ�
7.2％�

旧ソ連・東欧�
6.1％�

アジア・太平洋 4.1％�

石油�
1兆529百万バレル�

石炭�
9.842億トン�

ウラン�
436.3万トン�

主要なエネルギー資源の分布と確認可採埋蔵量�

3,000（万k㎡）�
（倍）�

（年）�昭和54

面
積�

南
極
大
陸
比�

昭和60 平成2 平成7

南極大陸の面積�

平成12

2.0

1.5

1.0
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0.0
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2,000

1,500

1,000

1,000

0

500

出典：気象庁調査�

オゾンホールの規模の推移�

出典：国連『Revision of World Population Estimates and Projections』（1998年）�

アフリカ�

アジア�

ヨーロッパ�

中南米�

北アメリカ�

オセアニア�

（単位：百万人）�

（年）�

0
1750 1800 1850 1900 1950 20502000

1,000
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3,000

4,000

5,000
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8,000

9,000

10,000

世界人口の推移�

河川の水質　生物化学的酸素要求量（BOD）�

出典：総務省統計局統計センター�
※検出量が少なすぎるために計測不能の場合は許容限度値を含む平均。実体はこの数値以下と思われる。�
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地
球
は
、
太
陽
光
線
で
温
め
ら
れ
、
地
表
面
か
ら
赤
外
線
を

放
出
す
る
こ
と
に
よ
り
冷
え
て
い
き
ま
す
。
大
気
中
に
は
こ
の

赤
外
線
を
吸
収
す
る
温
室
ガ
ス
が
あ
り
、
そ
の
適
度
な
バ
ラ
ン

ス
に
よ
っ
て
大
気
は
温
ま
っ
て
い
ま
す
。�

　
と
こ
ろ
が
近
年
、
石
灰
・
石
油
な
ど
化
石
燃
料
の
燃
焼
に
よ

る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
で
、
温
室
ガ
ス
濃
度
が
上
昇
し
、
地
球

温
暖
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。�

��

　
近
年
、
地
球
の
歴
史
が
始
ま
っ
て
以
来
の
ス
ピ

ー
ド
で
生
物
種
の
絶
滅
が
進
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
急
激
な
生
物
種
の
減
少
要
因
が
、
自
然
の
プ

ロ
セ
ス
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
人
間
活
動
に
起

因
す
る
こ
と
か
ら
地
球
環
境
問
題
の
ひ
と
つ
と
し

て
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。�

主な国の絶滅のおそれのある動植物の種数�

日　本�

中　国�

インド�

オーストラリア�

アメリカ合衆国�

カナダ�

ブラジル�

イギリス�

フランス�

南アフリカ�

200�

394�

317�

282�

346�

139�

394�

50�

93�

247

47�

40�

39�

38�

27�

5�

40�

3�

6�

25

絶
滅
の
お

そ
れ
の
あ

る
種
数�

既
知
種�

700�

1,100�

969�

571�

650�

426�

1,573�

219�

267�

774

90�

83�

72�

39�

43�

6�

123�

22�

21�

13

絶
滅
の
お

そ
れ
の
あ

る
種
数�

既
知
種�

97�

282�

389�

700�

ー�

41�

468�

8�

32�

299

18�

7�

17�

9�

25�

0�

11�

0�

2�

3

絶
滅
の
お

そ
れ
の
あ

る
種
数�

既
知
種�

64�

190�

206�

180�

ー�

40�

502�

7�

32�

95�

�

14�

1�

3�

3�

22�

0�

0�

0�

1�

1�

�

絶
滅
の
お

そ
れ
の
あ

る
種
数�

既
知
種�

31,800�

30,000�

15,000�

18,000�

20,000�

3,220�

55,000�

1,700～1,850�

300～4,500�

23,000

2,394�

350�

1,336�

2,024�

2,262�

12�

218�

24�

143�

1,016

絶
滅
の
お

そ
れ
の
あ

る
種
数�

既
知
種�

国　名�

ほ 乳 類 � 鳥 　 類 � は 虫 類 � 両 性 類 � 植 　 物 �

京都会議で決められた主要国の温室効果ガス排出削減目標�
（2008年～2012年の期間の目標）�

1990年の排出実績に実績に比べた削減率�
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ハ
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ハ
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ス
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ス
イ
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�

E
U
E
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E
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�

先
進
工
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全
体
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工
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�
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�
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世界のCO2排出量の推移（1950-1995）�
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（100万トン）�

合計�

先進国�

西側先進国�

開発途上国�

東欧+旧ソ連�炭
素
換
算�

日本の年平均地上気温の平年差の経年変化（1898年～2000年）�
1.5�
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世界の年平均地上気温の平年差の経年変化（1880年～2000年）�
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※注：棒グラフは各年の値。点線は各年の値の5年移動平均を、実線は長期傾向を示す。�

各国の二酸化炭素排出量（1997年）�

合計�
約232億トン�
CO2

米国米国�
23.6％�
米国�
23.6％�

その他その他�
22.0％�
その他�
22.0％�

中国中国�
14.5％�

　　　　日本 5.0％�
　　　インド 4.4％�
　　カナダ 2.1％�
　韓国 1.8％�
ウクライナ1.6％�

ドイツ 3.6％�
英国 2.2％�

イタリア 1.8％�
フランス 1.5％�
その他 3.9％�

E
U
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・
0
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メキシコ 1.6％�
　ポーランド 1.5％�
　　南アフリカ 1.4％�
　　　オーストラリア 1.4％�

ロシア 6.2％�
�
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わ
が
国
の
一
般
廃
棄
物（
生
ご
み
等
）排
出
量
は
、1�
9�
8�
9
年

以
降
、毎
年
約
5，
0
0
0
万
ｔ
で
推
移
。
産
業
廃
棄
物（
燃
え
殻

等
）は
、1�
9�
9�
0
年
以
降
約
4
億
ｔ
で
推
移
し
て
い
ま
す
。�

2�
0�
0�
0
年
に
制
定
さ
れ
た
「
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
」

に
よ
り
、経
済
活
動
・
生
活
全
般
を
通
じ
て
、ご
み
の
発
生
抑
制
、

再
使
用
、リ
サ
イ
ク
ル
、適
正
処
分
を
行
い
、環
境
へ
の
負
担
が
少

な
い
循
環
型
社
会
に
む
け
て
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。�

先進国の廃棄物排出量（年間）�

廃棄物リサイクル率（％）�

主要国の一般廃棄物の排出量推移�
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ィ
ン
ラ
ン
ド�

チ
ェ
コ�

ベ
ル
ギ
ー�

オ
ー
ス
ト
リ
ア�

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア�

韓
国�

日
本�

ア
メ
リ
カ
※�

メ
キ
シ
コ�

カ
ナ
ダ�

一般廃棄物�

産業廃棄物�

（注）アメリカの産業廃棄物排出量は未確認のため掲載せず、ただし有害廃棄物と核廃棄物合わせて2億1,500万トン余りを排出�
（資料）OECD環境データ集1999年版等より環境省作成�

資料：総務省統計局� 資料：環境省�※ドイツ1985年のデータは旧西ドイツ地域のみのデータ�

資料：FAO・State of World's Forests 1999

資料：UNEP・Environmental Data Report 1993-94 資料：世界銀行・World Development Report 1990/2000

資料：米国オークリッジ国立研究所ホームページ資料より環境省作成�

資料：IPCC

資料：環境省� 資料：1999年版環境白書�
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経
済
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関

係
し
て
お
り
、そ
の
消
費
量
も
年
々
増
加
の
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
環
境
へ
の
負
担
の
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
構
造
を
形
成
す
る
た
め
に
も
、太
陽
エ
ネ
ル
ギ

ー
等
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が
不
可
欠
で
す
。�

各国別のエネルギー別発電電力量構成�

太陽光発電の導入量と目標�（万kW）�

資料：OECDエネルギーバランス（IEA）�

資料：「Trends in Photovoltaic Applications in Selected IEA Countries between 1992 and 1998」（1999年）�

1998年�
10,362億KWh

1996年�
5,069億KWh

1998年�
38,037億KWh

日本�

フランス�

アメリカ�

アメリカ�ドイツ�イタリア�スイス�オランダ� 英国� 日本� 日本�

原子力�

32.1

76.5

18.8 7.7 52.7 14.7 3.9

12.3 7.4 1.0

2.3

8.9 19.1 21.1 16.4 2.4

水力� 石炭� ガス� 石油�その他�

設
備
容
量�

10.0

5.4
1.8

1.2 0.6�
�

0.1�
�

13.3

500�
�

約90倍�
（2010/1996）�

1998年度� 2010年度�

主要国のエネルギー消費量（1996年）�

日　本�

中　国�

アメリカ�

カナダ�

ブラジル�

ドイツ�

スイス�

エジプト�

ロシア�

オーストラリア�

510,359�

1,096,800�

2,134,960�

236,170�

163,374�

349,552�

25,622�

37,790�

615,899�

100,612

4,058�

902�

8,051�

7,880�

1,012�

4,267�

3,622�

638�

4,169�

5,494

2.4�

2.6�

0.4�

0.3�

1.0�

－0.5�

0.8�

2.6�

－3.6�

0.9

国　名�

総量�
（1,000t）�

一人当たり�
（kg/人）�

1980-96年�
年平均増加率�
（％）�

��

　
人
口
増
加
や
開
発
に
伴
い
年
々
失
わ

れ
て
い
く
世
界
の
森
林
。
ほ
ぼ
地
球
の

全
域
で
年
平
均
1�
％
前
後
も
減
少
し
て

い
ま
す
。
1�
9�
9�
0
年
か
ら
9�
5
年
の

間
に
失
わ
れ
た
森
林
面
積
は
な
ん
と
日

本
の
1.5
倍
に
も
相
当
し
ま
す
。�

世界の森林面積とその変化�

森林面積（1,000ha) 森林面積変化（1,000ha) 森林面積年平均変化率（％）�森林面積（1,000ha)

1990年� 1995年� 1990年～1995年�

アジア�

オセアニア�

北中米�

南米�

ヨーロッパ�

アフリカ�

合計�

517,505

91,149

537,898

894,466

930,732

538,978

3,510,728

503,001

90,695

536,529

870,594

933,326

520,237

3,454,382

－14,504

－454

－1,369

－23,872

2,594

－18,741

－56,346

－0.6

－0.1

－0.1

－0.5

0

－0.7

－0.3

中国�
14.5％�

※�

※�

0.6

2.2

環　　　 境 環　　　 境
出典資料：環境白書平成13年度版（環境省）、循環型社会白書平成13年度版（環境省）、
環境要覧2000/2002 （（財）地球・人間環境フォーラム）、データ事典2000/2001
（（社）くらしのリサーチセンター）



高
梁
市
街
地
か
ら
国
道
１
８
０
号
線
を
北
上
し
、
県

道
８５
号
線
へ
入
っ
て
約
１５
分
、「
備
中
宇
治
彩
り
の
山

里
」
に
到
着
。
季
節
は
晩
秋
、
ま
さ
に
「
彩
り
」
の
名

に
ふ
さ
わ
し
く
、
山
里
全
体
が
赤
、
黄
、
緑
、
茶
と
色

と
り
ど
り
に
染
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
宇
治
市
民
セ
ン
タ
ー
の
内
藤
孝
館
長
さ
ん

に
お
願
い
し
て
、
特
別
に
こ
ん
に
ゃ
く
芋
を
掘
る
と
こ

ろ
か
ら
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
ん
に
ゃ
く
は
ど
ん
な
植
物
な
の
か
、
ど
の
よ
う
に

生
え
て
い
る
の
か
、
そ
ん
な
疑
問
を
胸
に
、
山
の
中
腹

に
あ
る
内
藤
館
長
さ
ん
ご
自
宅
の
こ
ん
に
ゃ
く
畑
へ
。

先
が
３
つ
に
分
か
れ
た
ク
ワ
で
芋
を
傷
つ
け
な
い
よ
う

に
、
お
そ
る
お
そ
る
掘
っ
て
い
く
と
、
出
て
来
ま
し
た
。

じ
ゃ
が
い
も
よ
り
少
し
大
き
く
、
ご
つ
ご
つ
し
た
も
の

や
芽
が
突
き
出
た
も
の
、
い
ろ
ん
な
形
の
こ
ん
に
ゃ
く

芋
が
収
穫
で
き
ま
し
た
。

「
こ
れ
が
こ
ん
に
ゃ
く
芋
な
の
か
〜
」

「
こ
の
芋
か
ら
あ
の
こ
ん
に
ゃ
く
が
出
来
る
と

は
不
思
議
な
感
じ
！
」

キ� カ�

カ
ン
ち
ゃ
ん
感
想

平
成
13
年
11
月
　
晴
れ

今
日
は
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
ん

に
ゃ
く
っ
て
黒
っ
ぽ
い
色
を
し
て
い
る
と
思
っ
て
い

た
け
ど
、
白
っ
ぽ
か
っ
た
の
に
は
び
っ
く
り
で
す
。

普
段
、
何
気
な
く
食
べ
て
い
る
こ
ん
に
ゃ
く
の
知
ら

な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
分
か
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

楽
し
く
作
れ
て
、
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
と
っ
て
も
充
実
し
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

キ
ョ
ウ
ち
ゃ
ん
感
想

こ
ん
に
ゃ
く
芋
は
、
一
見
、
土
の
塊
の
よ
う
に
見
え

て
、
掘
り
出
す
の
が
難
し
か
っ
た
で
す
。
ゆ
で
た
こ

ん
に
ゃ
く
芋
を
30
分
程
混
ぜ
続
け
て
熱
湯
で
煮
る
と
、

弾
力
の
あ
る
こ
ん
に
ゃ
く
に
な
り
、
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
出
来
上
が
り
は
多
少
ふ
ぞ
ろ
い
で
ゆ
が
ん
で

い
ま
し
た
が
、
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

環　　　 境

こ
ん
に
ゃ
く
い
も
と
お
湯
を
少
し
ず
つ
ミ
キ
サ
ー

に
か
け
る
。

「
う
わ
あ
、
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
る
と
、
い

っ
ぺ
ん
に
粘
り
気
が
出
た
よ
！
」

「
昔
は
す
り
鉢
と
す
り
こ
ぎ
を
使
っ
て
い

た
ん
だ
っ
て
」

ミ
キ
サ
ー
に
か
け
た
も
の
に
お
湯
を
足
し
な
が

ら
、
約
３０
分
間
、
手
で
こ
ね
る
。

数
回
に
分
け
て
お
湯
を
足
し
て
い
き
、
水
分
を
よ

く
な
じ
ま
せ
な
が
ら
な
め
ら
か
に
し
て
い
く
。

最
初
は
糊
状
の
中
に
も
少
し
ざ
ら
ざ
ら
し

た
感
じ
が
あ
る
。

15
分
後
、
か
な
り
な
め
ら
か
に
な
っ
て
く

る
。

キ� カ�

30
分
後
、
し
っ
と
り

と
し
て
な
め
ら
か
な

感
じ
に
な
る
。

か
た
ま
り
具
合
に
よ
っ
て
お
湯
を
入
れ
て
固
さ
を

調
節
し
、
さ
ら
に
混
ぜ
る
。

こ
ん
に
ゃ
く
用
凝
固
剤
を
お
湯
で
溶
か
し
、

の

中
に
入
れ
て
よ
く
混
ぜ
る
。

「
あ
、
こ
ん
に
ゃ
く
の
匂
い
が
す
る
！
色

も
少
し
だ
け
濃
く
な
っ
た
み
た
い
」

「
ほ
ん
と
だ
、
こ
れ
が
こ
ん
に
ゃ
く
本
来

の
色
な
ん
だ
ね
」

こ
ん
に
ゃ
く
玉
を
作
り
、
沸
騰
し
た
お
湯
の
中
に

入
れ
る
。

手
の
ひ
ら
を
水
で
濡
ら
し
、
す
く
う
よ
う
に
し
て

こ
ん
に
ゃ
く
を
取
り
、
玉
を
作
る
。

「
う
ま
く
丸
め
な
い
と
、
お
湯
の
中
に
入

れ
た
時
に
変
な
形
に
な
っ
ち
ゃ
う
よ
〜
！
」

大
き
な
鍋
で
約
３０
分
間
煮
る
。

キ� カ� キ�

環　　　 境

「お店に行けばいろんなものが揃っていて、これが当たり前のように思
ってるよね」「そうそう、食べ物だって工場でどんどん作られて、お店
に並ぶ」「食べ物といえば、おばあちゃんから、昔は味噌とか醤油とか
こんにゃくとか、何でも自分たちで作ってたって聞いたことがあるよ」
「へえ～、自分で作れるんだ！？それなら私が興味があるのはこんにゃ
く！どうやって作るのか知りたかったんだ」「よし、じゃあ今度作って
みよう！」そこで、高梁市にある「備中宇治彩りの山里」を訪れ、こ
んにゃく作りに挑戦することになりました。

そ
の
ま
ま
冷
ま
し
て
出
来
上
が
り
！

こ
ん
に
ゃ
く
を
切
り
、
ゆ
ず
み
そ
を
つ
け
て
食
べ

る
。「

こ
れ
は
お
い
し
い
！
手
作
り
の
こ
ん
に

ゃ
く
っ
て
こ
ん
な
味
な
ん
だ
」

「
作
り
た
て
を
食

べ
る
な
ん
て
、
ぜ

い
た
く
な
気
持

ち
！
ゆ
ず
み
そ
も

お
い
し
ー
い
！！
」

※
季
節
に
よ
っ
て
こ
ん
に
ゃ
く
芋
が
な
い
場
合
は
、
粉
末
の

も
の
を
使
っ
て
作
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
農
村
公
園
で
は
、
昔

と
う
ふ
作
り
、
そ
ば
打
ち
、
う
ど
ん
打
ち
、
ね
じ
り
菓
子
作

り
、
い
な
か
汁
作
り
、
餅
つ
き
、
竹
細
工
、
わ
ら
細
工
な
ど

の
い
な
か
体
験
が
で
き
ま
す
（
要
予
約
）。

キ� カ�

「
昔
は
ど
こ
の
家
で
も
こ
ん
に
ゃ
く
芋
を
栽
培

し
て
い
た
も
の
で
す
。
こ
ん
に
ゃ
く
芋
を
薄
く

切
っ
て
軒
先
に
吊
し
、
乾
燥
さ
せ
る
風
景
が
よ

く
見
ら
れ
ま
し
た
」

次
は
い
よ
い
よ
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
で
す
。「
備
中
彩
り

の
山
里
」の
体
験
施
設
、「
農
村
公
園
」に
向
か
い
ま
し

た
。ロ
グ
ハ
ウ
ス
風
の
管
理
棟
の
中
に
は
厨
房
が
あ
り
、

こ
こ
で
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
ん
に
ゃ
く
い
も
を
洗
っ
て
、
皮
ご
と
約
１
時
間

ゆ
で
る
。

手
で
皮
を
む
く
。

内�

自然とのふれあいやものづくりを通して、
環境を考える体験シリーズ　

こ
ん
に
ゃ
く
芋
掘
り
体
験

こ
ん
に
ゃ
く
作
り
体
験

※こんにゃくはコンニャクマンナン
を主成分とするサトイモ科の球茎。
多年草で、3～4年間成長させて収
穫したものは3年もの・4年ものと
いわれます。球茎の横に「からこ」
と呼ばれる小さな芋が付いており、
それを植えると次の年にはこんにゃ
く芋に成長するのだそうです。こん
にゃくは芋を直接煮て作るだけでな
く、乾燥させて粉末にしたものから
作ることもできます。

［材料］
●こんにゃく芋6玉（約1.2㎏）
●お湯（約40℃）約5～6 （最初は約4 、
固さの調節をしながら1～2 足していく）

●こんにゃく用凝固剤（炭酸ナトリウム）

﹇
作
り
方
﹈

＊
ゆ
ず
み
そ
＊

み
そ
、
ゆ
ず
（
絞
り
汁
）、

酢
、
砂
糖
、
か
ら
し

（
粉
末
で
も
チ
ュ
ー
ブ

で
も
よ
い
）、
ね
ぎ

12

34

5678

910

備中宇治彩りの山里「農村公園」
地域資源を活かした魅力ある地域づくりをめざし、都市住民
との農業を通じた交流、新しい形態の農業・農村体験学習の
場所として作られた総面積20,390m2の公園。稲作体験がで
きる体験学習農園や、ハーブ・無農薬野菜などを植えたニュ
ーヘルシー作物展示ほ場、合鴨やなまずを放した池、しょう
ぶ園、果樹園などが広がります。農村体験は年間約1,000人
の利用者があります。

岡山県高梁市宇治町穴田3487-3
お問い合せ：0866-29-2936
休　園　日：月曜日

かんばら公園�

塩田焼工房�

元仲田邸�
くらやしき�

かぐら街道�
至岡山�

至吹屋ふるさと村� 至新見�

高倉小学校�

島
木
川�

Ｊ
Ｒ
伯
備
線�

備
中
川
面�

高
梁
川�

農村公園�

180

85

こんにゃくの葉と茎（写真提供 岡山県広報協会）

お湯を足すたびに水気が多くなり、手で混ぜてい
るうちに、また糊状に一体化する。

5

12

3

宇治地域市民センター・宇治公民
館館長の内藤さん。
左に見えるのは「備後だま」と呼
ばれる3年もののこんにゃく芋。
大きいものは両手で持つ位の大き
さのものもある。



要
監
視
項
目

指
針
値
を
上
回
っ
た
地
点
は
な
か
っ
た
。

特
殊
項
目
及
び
そ
の
他
項
目

生
活
環
境
保
全
上
、
利
用
す
る
の
に
支
障
の
な
い
値
で

あ
っ
た
。

●
海
域
の
状
況

健
康
項
目

環
境
基
準
を
達
成
し
て
い
た
。

生
活
環
境
項
目

水
の
汚
れ
を
判
断
す
る
代
表
的
な
指
標
で
あ
る
Ｃ
Ｏ
Ｄ

に
つ
い
て
、
環
境
基
準
を
達
成
し
て
い
た
の
は
、
昨
年
度

と
同
様
の
１０
水
域
中
３
水
域
（
水
島
港
区
、
玉
島
港
区
、

児
島
湾
（
甲
））
で
あ
っ
た
。
な
お
、
水
島
地
先
海
域

（
甲
）、
水
島
地
先
海
域
（
乙
）、
児
島
湾
（
乙
）、
児
島
湾

定
さ
れ
利
用
す
る
た
め
に
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
項

目
（
特
殊
項
目
）、
排
水
基
準
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
が

利
用
す
る
た
め
に
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
項
目
（
そ

の
他
項
目
）
で
あ
る
。

●
河
川
の
状
況

健
康
項
目

環
境
基
準
を
達
成
し
て
い
た
。

生
活
環
境
項
目

水
の
汚
れ
を
判
断
す
る
代
表
的
な
指
標
で
あ
る
Ｂ
Ｏ
Ｄ

に
つ
い
て
環
境
基
準
を
達
成
し
て
い
る
水
域
は
、
昨
年
度

と
同
様
の
２６
水
域
あ
っ
た
。
な
お
、
環
境
基
準
を
達
成
し

て
い
な
い
５
水
域
は
、
旭
川
上
流
（
湯
原
ダ
ム
）、
笹
ヶ

瀬
川
、
足
守
川
下
流
、
倉
敷
川
及
び
高
屋
川
で
あ
る
。

■公共用水域水質測定地点位置図�
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環　　　 境環　　　 境

公
共
用
水
域
の
水
質

公
共
用
水
域
の
水
質
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
測
定

項
目
に
は
、
基
準
値
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
と
、
設
け

ら
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。
基
準
値
が
設
け
ら
れ
て
い

る
も
の
は
、
人
の
健
康
の
保
護
に
関
す
る
項
目
（
健
康
項

目
）
と
生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
項
目
（
生
活
環
境
項

目
）
で
、
基
準
値
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
人
の

健
康
の
保
護
に
関
連
す
る
物
質
で
引
き
続
き
知
見
の
集
積

に
努
め
る
べ
き
項
目
（
要
監
視
項
目
）、
排
水
基
準
が
設

要
監
視
項
目

指
針
値
を
上
回
っ
た
地
点
は
な
か
っ
た
。

特
殊
項
目
及
び
そ
の
他
項
目

生
活
環
境
保
全
上
、
利
用
す
る
の
に
支
障
の
な
い
値
で

あ
っ
た
。

地
下
水
の
水
質

県
下
の
全
体
的
な
地
下
水
水
質
の
概
況
を
把
握
す
る
た

め
、
工
場
・
事
業
場
の
多
い
地
域
や
人
口
が
集
中
し
、
地

下
水
の
利
用
が
多
い
地
域
を
優
先
し
て
、
計
画
的
に
地
下

水
の
概
況
調
査
を
実
施
し
た
。
測
定
項
目
は
、
健
康
項
目
、

要
監
視
項
目
で
あ
る
。

ま
た
、
概
況
調
査
等
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
汚
染
事
象
の

継
続
的
な
監
視
や
経
年
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
た
め
、
定

期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
も
行
っ
た
。

健
康
項
目

長
船
町
の
１
地
点
で
硝
酸
性
窒
素
お
よ
び
亜
硝
酸
性
窒

素
が
環
境
基
準
値
を
超
え
て
検
出
さ
れ
た
。
当
該
井
戸
周

辺
の
追
跡
調
査
を
し
た
結
果
、
い
ず
れ
の
井
戸
も
環
境
基

準
値
以
下
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
局
地
的
な
汚
染
で
あ
る

と
判
断
し
た
。

要
監
視
項
目

県
下
２
地
点
で
調
査
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
検
出
さ
れ

な
か
っ
た
。

定
期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

測
定
地
点
８
地
点
の
う
ち
７
地
点
の
井
戸
で
環
境
基
準

値
を
超
過
し
て
い
た
。
環
境
基
準
を
超
過
し
て
い
る
項
目

は
、
有
機
塩
素
系
化
合
物
で
あ
る
シ
ス
―
１,
２
―
ジ
ク
ロ

ロ
エ
チ
レ
ン
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ

エ
チ
レ
ン
及
び
自
然
的
原
因
と
推
定
さ
れ
て
い
る
ヒ
素
、

ふ
っ
素
の
計
５
項
目
で
あ
っ
た
。
汚
染
が
発
見
さ
れ
た
時

の
結
果
と
比
較
す
る
と
、
成
羽
町
成
羽
地
域
が
環
境
基
準

値
以
下
で
あ
っ
た
が
、
他
の
地
点
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
っ

た
。ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
に
よ
る
汚
染
状
況
を
調
査
し
た
結
果
、
公
共

用
水
域
水
質
、
地
下
水
質
に
つ
い
て
は
、
全
調
査
地
点
に

お
い
て
環
境
基
準
を
達
成
し
て
い
た
。
公
共
用
水
域
底
質

は
、
環
境
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
調
査
地
点
す

べ
て
に
お
い
て
環
境
省
が
平
成
１１
年
度
に
実
施
し
た
「
公

共
用
水
域
等
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査
」
に
お
け
る
底
質

の
濃
度
範
囲
（
０.

０
６
６
〜
２
３
０
ｐｇ
―
Ｔ
Ｅ
Ｑ
／
ｇ
）

内
で
あ
り
、
平
均
値
も
同
調
査
の
平
均
値
（
５.

４
ｐｇ
―
Ｔ

Ｅ
Ｑ
／
ｇ
）
を
下
回
っ
た
。

ま
た
、
環
境
省
が
、
平
成
１０
〜
１１
年
度
に
実
施
し
た
水

質
調
査
で
、
倉
敷
川
水
域
に
お
い
て
、
水
質
で
環
境
基
準

を
超
過
す
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
が
検
出
さ
れ
る
と
と
も

に
、
底
質
で
比
較
的
高
い
濃
度
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
が
検

出
さ
れ
た
た
め
、
同
水
域
１２
地
点
に
お
い
て
追
跡
調
査
を

実
施
し
た
結
果
、
水
質
に
つ
い
て
は
全
調
査
地
点
で
環
境

基
準
値
を
下
回
り
、
底
質
に
つ
い
て
は
、
環
境
省
が
過
去

２
年
間
に
実
施
し
た
調
査
結
果
と
ほ
ぼ
同
様
の
レ
ベ
ル
で

検
出
さ
れ
て
お
り
大
き
な
変
動
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
岡
山
県
生
活
環
境
部
環
境
管
理
課
）

（
丙
）、
備
讃
瀬
戸
、
牛
窓
地
先
海
域
及
び
播
磨
灘
北
西
部

の
７
水
域
で
は
環
境
基
準
を
達
成
し
て
い
な
か
っ
た
。
全

窒
素
の
環
境
基
準
を
達
成
し
て
い
た
の
は
昨
年
度
と
同
様

の
７
水
域
で
あ
り
、
達
成
し
て
い
な
い
の
は
水
島
地
先
海

域
の
み
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
全
リ
ン
に
つ
い
て
は
、
８
水

域
す
べ
て
で
環
境
基
準
を
達
成
し
て
い
た
。

要
監
視
項
目

指
針
値
を
上
回
っ
た
地
点
は
な
か
っ
た
。

特
殊
項
目
及
び
そ
の
他
項
目

生
活
環
境
保
全
上
、
利
用
す
る
の
に
支
障
の
な
い
値
で

あ
っ
た
。

●
湖
沼
の
状
況
（
児
島
湖
）

健
康
項
目

環
境
基
準
を
達
成
し
て
い
た
。

生
活
環
境
項
目

化
学
的
酸
素
要
求
量
（
Ｃ
Ｏ
Ｄ
）
は
、
や
や
減
少
傾
向

に
あ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
環
境
基
準
の
約
２
倍
近
い

と
い
う
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
全
窒
素
及
び
全
リ

ン
も
環
境
基
準
を
上
回
っ
て
い
る
が
、
全
窒
素
に
つ
い
て

は
昨
年
度
に
続
き
水
質
目
標
を
達
成
し
て
い
た
。
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色
彩
は
褐
色
で
、
は
ね
の
開
張
６０
〜
６５
㎜
。

本
種
の
特
徴
は
、
属
の
分
布
が
ア
ジ
ア
の
暖
温
帯
林
広
分

布
型
を
示
し
て
い
る
中
で
、
や
や
異
質
な
狭
分
布
な
い
し
不

連
続
分
布
の
様
相
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
本
種
が
繁
栄
期
に
あ
る
属
の
中
で
は
、
既
に

分
布
拡
大
期
を
過
ぎ
、
衰
退
期
に
入
っ
た
特
異
な
種
と
の
解

釈
も
で
き
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
種
の
分
布
圏
は
中
部

中
国
か
ら
ア
ム
ー
ル
、
朝
鮮
半
島
、
日
本
に
わ
た
っ
て
い
る

が
、
国
内
で
は
本
州
、
四
国
、
九
州
に
分
布
が
限
ら
れ
、
生

息
地
は
局
所
的
で
、
個
体
数
も
多
く
な
い
。

こ
こ
に
き
て
、
環
境
省
は
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
見
直
し
で
、
本

種
を
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
に
ラ
ン
ク
付
け
し
た
。

県
下
で
は
、
中
国
山
地
よ
り
も
吉
備
高
原
地
域
に
よ
り
多

く
の
生
息
地
が
知
ら
れ
て
き
た
が
、
近
年
生
息
確
認
例
は
激

減
し
て
い
る
。
成
虫
の
出
現
最
盛
期
は
七
月
。
イ
ネ
科
草
本

の
多
い
疎
林
的
な
夏
緑
広
葉
樹
林
を
好
み
、樹
液
に
集
ま
る
。

幼
虫
は
オ
オ
ア
ブ
ラ
ス
ス
キ
な
ど
の
イ
ネ
科
植
物
を
お
も
に

食
し
、
３
齢
幼
虫
で
越
冬
す
る
。

（
青
野
孝
昭
）

環　　　 境

こ
の
度
、
岡
山
県
環
境
保
全
事
業
団
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
「
自
然
調
査
の
ス
ス
メ
」
の
バ
ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
が
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。「
自
然
調
査
の
ス
ス
メ
」
は
平
成
１１
年
の

１０
月
号
か
ら
掲
載
が
始
ま
り
、
前
回
で
丸
２
年

の
歳
月
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
１３

の
お
話
を
連
載
し
た
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
あ

ら
た
め
て
見
直
し
て
み
る
と
、
文
章
表
現
の
拙

さ
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
内
容
も
乏
し
く
、
読

者
の
皆
さ
ん
か
ら
失
笑
を
か
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
恐
縮
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
連
載
の
電
子
化
に
関
連
し
て
今

回
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
お
話
を
い
た
し
ま
す
。

近
頃
で
は
、
一
家
に
一
台
と
は
言
い
過
ぎ
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
に
お
い
て

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活

用
も
盛
ん
と
な
り
、
企
業
や
自
治
体
だ
け
で
は

な
く
個
人
に
よ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
も
普

通
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は

一
部
で
新
た
な
犯
罪
を
生
み
出
す
な
ど
の
弊
害

も
あ
り
ま
す
が
、
誰
で
も
情
報
を
発
信
で
き
、

誰
で
も
そ
れ
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

利
用
の
仕
方
さ
え
誤
ら
な
け
れ
ば
大
変
有
用
な

手
段
だ
と
思
い
ま
す
。
自
然
環
境
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
ま
で
誰
に
聞
い
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
か

っ
た
疑
問
も
回
答
が
得
ら
れ
る
機
会
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
私
が
特
に
多
く
利
用
し
て
い
る
の

は
「
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
」
と
い
う
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ツ
ー
ル
で
す
。
こ
れ
は
一
対
一
で
メ
ー

ル
を
交
換
す
る
の
で
は
な
く
、
団
体
や
個
人
が

開
設
し
た
場
に
メ
ー
ル
が
投
稿
さ
れ
る
と
、
会

員
す
べ
て
に
そ
の
メ
ー
ル
が
配
信
さ
れ
る
と
い

う
シ
ス
テ
ム
で
す
。
倉
敷
市
の
自
然
史
博
物
館

で
開
設
さ
れ
て
い
る「kuranet

（
ク
ラ
ネ
ッ
ト
）」

な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
り
、
こ
こ
で
は
岡
山
県
の

動
植
物
の
情
報
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
投
稿
さ
れ
て
い
る
の
は
博
物
館
の
学
芸
員

や
大
学
の
先
生
な
ど
の
専
門
家
の
方
か
ら
一
般

の
主
婦
の
方
な
ど
様
々
で
、
内
容
も
県
内
の
身

近
な
自
然
に
つ
い
て
の
話
題
が
多
く
、
雰
囲
気

が
非
常
に
良
い
で
す
。
読
者
の
皆
さ
ん
で
も
し

興
味
が
あ
る
方
が
あ
る
な
ら
、
倉
敷
市
立
自
然

史
博
物
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
入
会
方
法
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、一
度
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
は
よ

く
仮
想
空
間
な
ど
と
い
わ
れ
、
現

実
と
は
別
の
無
法
地
帯
の
よ
う
に

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
私
は
ネ
ッ

ト
を
利
用
す
る
の
は
町
で
道
を
歩

く
の
と
同
じ
だ
と
考
え
ま
す
。
道

の
真
ん
中
で
大
声
で
人
を
罵
倒
し

た
り
、
暴
走
し
た
り
し
な
い
よ
う

に
、
ネ
ッ
ト
で
も
同
様
の
マ
ナ
ー

や
ル
ー
ル
が
あ
り
、
そ
れ
を
守
れ

ば
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ

と
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
特
に

男
性
の
方
は
路
地
裏
の
怪
し
げ
な

店
に
入
ら
な
い
よ
う
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

（
環
境
調
査
部
　
大
坪
尚
広
）
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●
表
紙
の
こ
と
ば�

1チーム
7名から

なる、ス
ポーツと

しての雪
合戦大会

。

一般50
チーム、

女性10
チーム、

ジュニア
20チー

ムの参加
者を募集

中。�

●お問い
合せ�

　雪合戦
連盟事務

局　(08
67)77

-2020

新見千屋
温泉いぶ

きの里ふ
れあい広

場（新見市
）�

第6回岡山
県雪合戦

大会�2月10日（日）�

スキーヤーと会場とが一体となる、冬最大のイベント。
大雪像、仕掛け花火、レーザーショーが見どころ。雪像
づくり、カーリング、雪上宝さがしなど参加者募集中。�
●お問い合せ�
　上斎原村振興公社　(0868)44-2657

恩原高原スキー場パノラマゲレンデ（上斎原村）�

第10回恩原高原バイエルンの森氷紋まつり�
1月26日（土）�

学会：　　　14日（木）～16日（土）の3日間�
展示会：　　16日（土）9：00～16：30�
市民講演会：16日（土）14：00～16：30�
　　　　　　「水・環境・文化（仮題）」�
参加費：　　学会/有料　展示会・市民講演会/無料�
●お問い合せ�
　展示会・市民講演会 ： 加瀬野 悟�
　（岡山大学環境管理センター）(086)251-7279�
　学会 ： 岡村 秀雄（岡山大学資源生物科学研究所）�
　(086)434-1235

岡山大学一般教育棟・大学会館�

第36回日本水環境学会年会、�
展示会及び市民講演会�

3月14日（木）～16日（土）�

早春に行われる後楽園の風物詩。枯れ芝を焼くこと
で害虫の卵の駆除と芝生の春の芽出しを揃えます。�

後楽園（岡山市）�

後楽園の芝焼き�
2月5日（火）�

芝焼きとともに春を迎える準備としての行事です。
●お問い合せ�
　岡山後楽園　(086)272-1148

後楽園（岡山市）�

後楽園の松の菰焼き�
2月28日（木）�

　
第
１０
回
環
太
平
洋
有
害
廃
棄
物
国
際
会
議
が
世
界
１７

カ
国
か
ら
２�
５�
０
人
が
参
加
し
、
１２
月
５
日
〜
６
日
に

か
け
て
岡
山
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
廃
棄
物
の
適
正
処
理
に
つ
い
て
情
報
交
換
が
な
さ
れ
、

１
日
目
は
基
調
講
演
で
、
米
国
・
韓
国
・
中
国
・
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
・
日
本
な
ど
の
研
究
者
や
行
政
担
当
者
が
自

国
の
廃
棄
物
処
理
の
現
状
を
報
告
し
ま
し
た
。�

　
２
日
目
か
ら
は
テ
ー
マ
ご
と
の
分
科
会
で
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
対
策
や
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
処
理
、
有
害
物
の
除
去
方
法

な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２

日
目
の
午
後
に
は
環
境
保
全
事
業
団
の
水
島
処
分
場
や

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
ゴ
ル
フ
リ
ン
ク
ス
な
ど
の
施
設

見
学
が
あ
り
、
事
業
団
の
役
割
や
環
境
に
対
す
る
取
り

組
み
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。�

い
ま
我
々
を
取
り
巻
く
環
境
は
、廃

棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
問
題
や
地
球
温

暖
化
等
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。
ど
の
問
題
に
つ
い
て
も
、我
々
に

深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ

る
重
大
な
問
題
で
す
。�

こ
れ
か
ら
の
地
球
を
継
続
的
に
発
展

さ
せ
る
に
は
、我
々
一
人
一
人
が
、主
体

的
に
行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。�

自
分
達
が
環
境
を
守
る
と
い
う
目
的

意
識
を
持
っ
て
、行
動
を
積
み
重
ね
る

こ
と
こ
そ
が
、豊
か
で
安
心
で
き
る
生

活
を
実
現
す
る
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。�

持
ち
運
び
に
便
利
で
強
い
、
開
栓
後
に
も
う
１

度
キ
ャ
ッ
プ
が
で
き
る
こ
と
か
ら
急
速
に
普
及

し
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
。
水
・
お
茶
な
ど
の
需
要

増
と
と
も
に
生
産
量
は
年
々
増
加
し
、

2
0
0
0
年
は
約
40
万
ｔ
。
リ
サ
イ
ク
ル
率

も
約
35
％
と
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ

ト
ル
を
25
％
以
上
原
料
に
使
用
し
て
再
利
用

さ
れ
た
製
品
に
は
「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
再
利
用
マ

ー
ク
」
が
付
け
ら
れ
ま
す
。
最
近
で
は
、
化
学

反
応
を
利
用
し
て
Ｐ
Ｅ

Ｔ
樹
脂
（
モ
ノ
マ
ー
）

に
分
解
し
、
再
び
樹
脂

と
し
て
再
利
用
す
る
方

法
も
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。�

ク
ロ
ヒ
カ
ゲ
モ
ド
キ�
ク
ロ
ヒ
カ
ゲ
モ
ド
キ�

【
岡
山
の
昆
虫
】

倉敷市立自然史博物館
ＵＲＬ.：http://www.city.kurashiki.okayama.jp/musnat/
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